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高さ約 60cm の多年草で，5 月中旬，大形の白〜紅色のボタン（牡丹）に似た花を咲かせます。本
植物は中国東北部，朝鮮半島原産で，古く日本に渡来し，庭園，公園等に広く植えられ，園芸用



















か み し ょ う よ う さ ん
味逍遙散をはじめ，多くの漢
方処方に配合されます。根には変形モノテル
ペ ン 配 糖 体 の paeoniflorin，oxypaeoniflorin，
シャクヤク Paeonia lactiflora Pall.








benzoylpaeoniflorin，albiflorin，paenimetabolin Ⅰ，paeoniflorigenone， 安 息 香 酸， ガ ロ タ ン




















写真 7　生薬：シャクヤク（芍薬） 写真 8　生薬：ボタンピ（牡丹皮）
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野山の花　  ̶身近な山野草の食効・薬効 ̶
揺れる様子を表したもの思われます。
（参考）
　ボタンは，中国西北部原産，古くから日本でも植えられ，高さ 0.5 〜 1.8m ぐらいになる落葉低








は ち み じ お う が ん
味地黄丸，加味逍遙散等に配剤されます。成分
図 1　成分の構造式
はフェノール化合物の paeonol およびその配糖体の paeonoside, paeonolide，モノテルペン配糖
体の paeoniflorin などが知られています。ボタン科 Paeoniaceae は，ボタン属 Paeonia だけから
なり，草本または小低木で花が大きく美しいボタンやシャクヤクを含み，アジア，南欧，北米西部
に 40 種ほどが分布し，日本にはヤマシャクヤク P. japonica とベニバナヤマシャクヤク P. obovata 
が自生しています。葉は複葉で深い切れ込みがあり，花には雄しべが多数，雌しべが 3 〜 5 個あ
ります。かつては見かけのよく似たキンポウゲ目の中のキンポウゲ科に含められたこともありまし
たが，APG 植物分類体系ではユキノシタ目に組み込まれています。ボタンやシャクヤクは園芸用
に栽培されるほか，漢方薬原料としても非常に重要な植物です。
